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（１）バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 

■交通バリアフリー推進の集い、交通バリアフリー推進セミナー報告書配布について 

  交通バリアフリー推進の集いの当日配付資料をご希望の方は、ご連絡ください。また、平成

13 年度１年間で、全国10 カ所で開催しました交通バリアフリー推進セミナーの報告書を作成

しました。また、当日配付資料もございますので、ご希望の方は、ご連絡ください。 

  →FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 
 
（２）ネットワーク参加団体からのお知らせ 

■あふネットの取り組み点訳版、音訳版の貸出について（あふネット） 

  荒川区で活動しているあふネットより、基本構想の独自の概要版の点訳版(２冊組)、音訳版

と、あふネットの取り組みは４冊組、音訳版は10本組となっております。貸出ししております

ので、ご希望の方はご連絡ください。 → FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 

 ■船員研修用ビデオ、DVDの販売について（(社)日本旅客船協会） 

(社)日本旅客船協会では｢旅客船の接客サービス｣に関する船員研修用ビデオ、DVD を作成い

たしました。 全３巻 １．旅客船の接客サービス、２．操練の重要性、３．緊急時の対応 

  ビデオは各1,700円、DVDは6,500円（３枚組）、送料は別途実費となります。 

 お申込み・お問い合わせは、社団法人日本旅客船協会、河内、TEL03-3501-6766、FAX03-3580-7842 

 

■第16回移送サービス研究協議会(東京ハンディキャブ連絡会共催) http://www.tvac.or.jp/ 

   日 時 ３月７日（日） １０：３０～１７：３０ 

   会 場 飯田橋セントラルプラザ12F会議室  

   内 容 第１～８分科会とシンポジウム等 

   参加費 3,000円 ３月４日締め切り 

   申込み・問い合わせ先 東京ボランティア・市民活動センター TEL03-3235-0050 

 

■交通ボランティア･ネットワークの取り組みについて（交通ボランティア･ネットワーク） 

  平成 6 年に発足してから交通ボランティアの育成地道な活動を続けている交通ボランティ

ア･ネットワークが、今までの活動等について冊子にまとめました。ボランティア活動へのイメ

ージ等をアンケート調査より把握し、ボランティア活動が楽しくなる効果的な情報配信、仲間

づくりのプロセスとその手法についてステップ 1～5 に分けて分かりやすくまとめられていま

す。そのステップとは、例えばステップ１その人が求めているボランティア情報をつかみ、タ

イムリーに配信する。ステップ３参加しやすいプログラムを作成する等です。 

 

 ■DPI日本会議、京都ライトハウスが移転しました 

  DPI日本会議：〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-11-8 武蔵野ビル5Ｆ 

TEL 03-5282-3170  FAX 03-5280-0017 Email office@dpi-japan.org 

京都ライトハウス(４月１日新オープン)：〒603-8302京都市北区紫野花ノ坊町１１番地  

TEL 075-462-4400 FAX 075-462-4402 
 

（３）エコモからのお知らせ 

■事務所が移転します 

  当財団の事務所が、３月27日（土）に移転することとなりました。新しい事務所は、市ヶ谷

駅から近くになります。新しい住所は下記の通りです。なお、電話番号の変更等はありません。 

新住所  〒１０２－００７６ 千代田区五番町１０番地 五番町ＫＵビル３階 

電話番号 バリアフリー推進部 ０３－３２２１－６６７３ 

FAX番号 ０３－３２２１－６６７４ 

お近くにお越しの際は、お立ち寄りください。 



  

■手話教室を開催します 

聴覚に障害のある方と交通事業者の方々とのコミュニケーションを図るため、手話教室を開

催します。内容は次の通りです。 

・対象者と人数：交通事業に従事している方等を対象とします。２５名程度 

・開催期間：平成16年4月後半～9月後半＝６ヶ月間、20回（１週間に１回程度） 

当初は手話初級教室、１０月以降は初級と中級～ 

 ・開催時間：18:30～20:30              

  ・受講料 ：8,000円（講習20回分）。ただし、賛助会員は無料。 

・場  所：エコモ会議室（市ヶ谷駅５分） 千代田区５番町１０番地 ５番町ＫＵビル３階 

 ・お問合せ･お申込み先：交通エコモ財団バリアフリー推進部 岩佐 

             TEL03-3221-6673 FAX03-3221-6674 E-mail：t-iwasa:ecomo.or.jp 

 

■手話教室のボランティアを募集しています 

  上記の手話教室を開催する際のお手伝いをして頂ける方を募集しています。 

  ・募集人員：２名（ある程度手話ができる方） 

・開催期間：平成16年4月後半～9月後半＝６ヶ月間、20回（１週間に１回程度）   

  ・開催時間：18:30～20:30 

  ・場  所：エコモ会議室（市ヶ谷駅５分） 

  ・お問合せ･お申込み先：交通エコモ財団バリアフリー推進部 岩佐 

             TEL03-3221-6673 FAX03-3221-6674 E-mail：t-iwasa:ecomo.or.jp 

 

■らくらくおでかけネット“ハンドル式電動車いすの鉄道利用が可能な駅を掲載” 

  ハンドル式電動車いすの鉄道利用が可能な駅が公表されました。現在は、鉄道駅3,598駅、

空港74、バス153、旅客船437ターミナルの情報を提供しています。平成15年度の１日平均ア

クセス件数は、1,707件でしたが、最近１週間のアクセス件数は、3,619件と大きく増加してい

ます。特に、携帯端末によるアクセスが増えています。なお、アドレスは下記の通りです。 

アドレス：（パソコン版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/index/ 

              （携帯版＝i-mode,j-sky）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile/ 

              （携帯版＝EZ-web）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile_ez/ 

 

■情報誌「旅ばりっ！」を配布しています 

  特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンターが発行する「旅ばりっ！（創刊号）」

をご希望の方にお送りします。伊勢志摩方面のバリアフリーガイドとして、駅、飲食店、宿泊、

レジャー情報が満載です。ご希望の方は、下記までご連絡ください。 

→FAX03-3221-6674 E-mail:k-honda@ecomo.or.jp 

 

■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 

   公共交通ターミナルのバリアフリー度評価に関する簡易評価マニュアルを公開していますが、

こちらは、あくまでも地域の市民や学生の皆様などが自主的に評価に取り組まれる時のために

提供していますので、ご自由にお使いください。なお、実際に駅を評価される場合は、皆様の

自主的な活動として、鉄道事業者の方にご連絡してください。 

   
（４）行政からのお知らせ 

■交通バリアフリー法基本構想策定状況（平成15年12月３日まで） 

 基本構想を作成済みの市区町村 98市町村(116基本構想) 

 詳細に関しては、国土交通省のホームページをご覧ください。→ http://www.mlit.go.jp/ 
 



（５）各種催し物のお知らせ 

■第10回高齢者・障害者のモビリティと交通に関する国際会議 TRANSED 2004   

日 程：平成16年5月23日(日) ～ 26日(水) 

場 所：浜松市 アクトシティ浜松(JR浜松駅より徒歩3分) 

  問い合せ先：〒102-0083 東京都千代田区麹町5-7 秀和紀尾井町TBRビル 808 

交通ｴｺﾛｼﾞｰ･ﾓﾋﾞﾘﾃｨ財団内事務局 tel:03-3221-6673 fax:03-3221-6674 

E-Mail:info@transed.jp、d-sawada@ecomo.or.jp 

   ※現在、会議への参加と、展示会場への参加を募集しています。 

 ■アクセシブルデザインフォーラム（ＡＤＦ）  http://www.jsa.or.jp/domestic/domestic12.asp 

  ＡＤＦとは、研究・開発・設計・製造・交通・住宅・情報等様々な分野でアクセシブルデザ

インに係る関係者が集まり、情報交換、共同研究、ルール作りなどを行う集まり 

   日 程：３月９日 

   場 所：青山学院大学 

   参加費：無料 

■第14回シルバーサービス展 

   日 程：３月11日（木）～13日（土） 

   場 所：池袋サンシャインシティ文化会館（Ｂ・Ｃ・Ｄホール） 

   参加費：無料 

 ■バリアフリー２００４     http://www.itp.gr.jp/bf/ 

   日 程：４月２２日（木）～２４日（土） 

   場 所：インテックス大阪 

   参加費：無料 

■アクティブヒューマンライフ２００４   

   日 程：７月１日（木）～３日（土） 

   場 所：パシフィコ横浜 点字ホールC・D アネックスホール 

   参加費：無料 

  ■駅・まちづくりフェア http://www.noma.or.jp/stf/index.html 

    日 程：7/14(水)～16(金)   
場 所：東京ビッグサイト西展示棟西3・4ホール 

  ■ひまわりプラザ資料室横浜電子情報センターからのお知らせ 

ひまわりプラザでは、社会環境の向上や福祉学習支援につながるよう、ＩＴ技術応用して

ハンディキャップのある人を支援する活動をしていますが、みなさまのご協力が欠かせない

分野も多々あります。このような「善意のちから」の窓口となるよう、「ボランティアネット」

を設けました。「ボランティアネット」は高齢者や障害のある人、また支援や介助をする人（家

族も含めて）など、様々な人々が利用できる「共有資源」となるものです。ボランティアネ

ットについてはこちらをご参照下さい。→ http://jmhsc.no-ip.org/info/vn/v-net.htm 

 
（６）その他 

■書籍に関して  

現在バリアフリー関係の書籍、パンフレットを発行しております。ご興味のある方は、当財

団のホームページへ。→ http://www.ecomo.or.jp/barier_free/bari_f_index.html 

 

■記事募集中！ 

 現在、次号メールマガジンに掲載させて頂ける記事を募集中です。セミナーのお知らせや、

活動報告、コラム等々何でも結構です。どしどしお寄せください。掲載をご希望の方は、メー

ルかFAXでお送りください。 

   → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

  



■お願い（必ずお読みください。） 

・転送先について 
   このメールマガジンをご転送頂く際は、そのネットワーク、もしくは団体のお名前と人数

をお教え頂ければと思います。 → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

・送付先について 

このメールマガジンをなるべくE-mailで送付させて頂きたいと思います。アドレスをお持

ちの方はご連絡ください。 → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

 

 

コラム 

 先般、ある方から頂いた本に「人間の生活に標準はない。一人ひとり、生活も個性も考え方も

置かれている状況も違うのだから、生き方も違って当然である。だから生活に標準という言葉ほ

ど似合わないと言葉はない。」と書かれていた。 
  これまでの高度成長期のわれわれは、標準的な生活を送りたいと願望し、標準的な学校に行

き、標準的な仕事に就くことが良いことだと思っていた。まさに倨傲である。自分ながらあたり

まえのことがわからず、恥ずかしさの極みである。 
  われわれの仕事ほど個人、個人の集まり、意見を大事にしなければならないのである。 
 こころ新たに精進しなければならない。 
 
  


